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地区に住むみんなが、住み慣
れた土地と家庭で安心してい
きいきと暮らし続けるため
に、住民みんなが繋がって、
お互いに助け合い、支え合え
る地域を作っていくために話
し合う会議です。

Aグループ：
＜現状＞
・一番困っていることは買い物だと思う
・デマンドバスを見かけるが、大半の利用者は女性
・デマンドの使い方が分からない人がいると思う
・ボランティアを実施する時の意識やハードルが高す
   ぎる人が多いのかもしれない
 ＜今後できそうなこと＞
・免許を持っていて時間があるような人に細かな時間
    制限なくお願いできる仕組みがあれば最高
・ボランティア会を作り、車を出せる人を登録して、
    その中で行ける人を見つける形だとお願いしやすい
・ボランティア登録者と利用者が時々集まり、お金
   の清算をしながらお茶のみをして交流する機会を作る
・公民館だよりなどで話を共有し、その上で思いのあ
   る人を募集できればよい

Ｂグループ：
＜現状＞
・買い物は移動販売が来てくれるが、実際女性は洋服な
   どを自分で選びたいという思いがある
・病院と調剤薬局の行き来が大変
・やはり病院と買い物が大事なのではないか
 ＜今後できそうなこと＞
・使ってない時間帯の車などを利用する
・広報で呼びかけをして、例えば買い物ツアーをするな
   ど、事前に希望者を募るのはどうか
・居場所の送迎からスタートして、そこから病院や買い
    物も行けるようなしくみ
・1枚300円で10枚つづりのチケットはどうか
・料金は50円とか100円くらいもいい
・居場所の送迎であったら男手が必要になることもあ
   るので、他の人からの支援を募るのも必要だと思う。
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VOL.二井宿の地域づくり通信二井宿の地域づくり通信
二井宿に住むみんなでくらしやすい二井宿の未来を考える二井宿に住むみんなでくらしやすい二井宿の未来を考える

        テーマ：移動支援テーマ：移動支援
 　二井宿地区では5年後10年後、その先の未来に向けて地域のみんなで移動支援のしくみを作っていこうと
活動しています。昨年9月は移動に関するアンケートを二井宿地区に住む80歳以上の方へ訪問し聞き取り調
査を実施、10月には天童市にて移動支援に関する視察研修を行いました。
今年の2月には移動支援をテーマとして、助け合い・支え合いの地域づくり会議を行いました。

助け合い・支え合いの地域づくり会議とは

２月14日に
第1回目の会議

がありました！

グループワークで出た意見

「移動支援」について
みんなで知っていく
関心を持つために広報や
通信を積極的に使い
今している取り組み
を伝えていきたい

「移動支援」のしくみを
作っていく
しくみを実際に作って、みんなで
活用していきたい
参加者やボランティア
さんも集めていきたい
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二井宿地区アンケートの結果　

＜生活上で困っていることはありますか＞ 
・デマンドだけでは不便。
・自分の思った時間に自由に使える移動支援があればよい。
・重い荷物の移動が大変なので、デマンドとタクシーの中間のサービスがあったらよい。
・本が好きなので図書館に行きたいと思うが、往復800円かかるため気軽には使えない。
・土日関係なく使える移送サービスがあればよい。・タクシー代が高いので大変。・年金が少ない。
・体力が落ちてきたと感じる。掃除に洗濯、食事の準備もだんだん大変になっている。・草むしりが大変。
・娘が近くに住んでいるのでサポートしてもらっているが、足に持病があり今はいいが将来どうなるか不案。
・交流できる人が亡くなって減っていく。電話をやめたので連絡手段がない。
・近所の人を乗せたいが、息子に人を乗せるのは危ないと止められている。
・ごみ収集所まで車で行かなければならなく、ゴミ出しが大変。
・近所に店がないので困る。


